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令和３年６月号

西公民館だより
（水無月）

新緑に包まれて皐月や紫陽花が咲き誇る様は、コロナ禍での

人々の気持を豊かにしてくれるように感じられます。そして私

たちの地域にも、待ち望んだコロナワクチンの接種が始まりま

したので、早く普通の生活に戻り安心して暮らせることを願い

たいと思います。

西公民館では、運営委員会での協議を経て今年度実施する事

業を計画いたしましたので、地域の皆様の生涯学習の拠点とし

て公民館を存分に活用していただきたいと思います。

館 長 志 村 克 美

主 事 津田 はるみ

囲碁教室へお越しください

新年度に入り各種教室の活動が始まっています。

開設して４年が経過した囲碁教室では、参加者が初心者向け

の基本を学びながら相互交流を楽しんでいますので、年齢や

男女を問わず気軽にお越しいただきたいと思います。

記

開催日時 毎週火曜日(18：30～21:00)

場 所 西公民館２階会議室

指 導 者 天 野 秀 人 先生

問合せ先 駒 井 文 法 さん(幹事)
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西公民館運営委員の紹介
役職が交代した運営委員の皆様に委嘱状が交付されまし

たので紹介させていただきます。

また、次のページに西公民館の新年度事業を掲載いたし

ましたので、皆様の参加をお願いします。

西公民館の運営委員の皆様です。 （敬称略）

氏 名 備 考 氏 名 備 考

相 澤 一 徳 上塩後区長（新任） 望 月八重子 使用団体代表者

砂 田 勇 上塩後団地区長（新任） 手 塚 満 男 使用団体代表者

平 山 春 雄 下塩後区長 小野田 美波 使用団体代表者

天 野 秀 人 下西区長（新任） 田 辺 清 子 使用団体代表者

日 原 健 次 会長・学識経験者 上 野 賢 司 副会長・公民館推薦者

根 岸 詩 子 学識経験者 楠 行 雄 公民館推薦者

石 原 幸 子 副会長・学識経験者 駒 井 文 法 公民館推薦者

窪 田千津子 学識経験者 青 柳 俊 雄 塩山南小校長

吉 澤 直 樹 塩山中学校長（新任）
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西公民館事業実施計画

月 月 別 実 施 事 業

・第１回運営委員会（委嘱状交付、事業実施計画等）、
４ ・使用団体会議、

月 （事業実施計画、公民館使用時の注意事項、掃除当番、その他）
・子育てサロン、

・西公民館の大掃除、避難訓練、

５ ・子供舞踊教室開始(毎土曜日)、

月 ・囲碁教室開始(毎火曜日)、

６ ・第１回目ちぎり絵教室（新規事業）、
月 ・子育てサロン、

７ ・七夕まつり、
月 ・キャンドルナイトと講演会の開催（どんぐりの会と共催）、

・第２回運営委員会、

８ （館外研修・童謡フェスティバル・総合フェスタの協議）、

月 ・使用団体会議（運営委員会に同じ）、
・子育てサロン、

・環境整備事業、
９ ・第２回目ちぎり絵教室、
月 ・かご作り教室（３日間）、

・館外研修の実施、
１０ ・筆ぺん字教室（３日間）、
月 ・子育てサロン、

・第３回運営委員会、使用団体会議（フェスタ実行委員会）、
１１ ・花いっぱい運動（西公民館周辺へ草花植栽）、
月 ・西公民館の大掃除、

・童謡フェスティバル合唱練習、
１２ ・フラワーアレンジメント教室（新規事業）、
月 ・クリスマスリース作り教室、

１ ・西公民館総合フェスタ実行委員会、

月 ・童謡フェスティバル合唱練習、

２ ・西公民館総合フェスタ実行委員会、

月 ・童謡フェスティバル参加、・子育てサロン、

・西公民館総合フェスタの実施、
３ ・文芸作品展示会開催、
月 ・第４回運営委員会、
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ふれあい文芸
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